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「届けよう、服のチカラ」プロジェクト始動！ 
生徒会執行部・学級委員とボランティアの皆さんで実行委員を構成し、勉強会を開きました。 

そこでは私たちが寄付した服がどのようにして送り届けられるのかという説明や、服のチカラについ

てグループワークをしてみんなと一緒に考えを深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習会に参加した感想＞ 

＊世界には「難民」と呼ばれる戦争などでつらい思いをした人がいることを知り驚きました。また、その難民の人たちを自分たちの身近な服で助

けられるかもしれないということをとても嬉しく思いました。SDGｓと関連していることも含めて自分にできることをしたいと思いました。 

＊難民が 1億２３２０万人もいて、しかもそのうち約４０％が子どもであることに驚きました。 

＊子どもたちが「難民」として逃げている。もし、すぐに家を出ないといけなかったら少しパニックになるし、物を探さなければならないから難民が

服やアイテムで困る理由が分かった。服を長く使うためにリサイクルやリメイクする。一人ひとりが長く大切に着続けることが一番の私たちの責任。

服には人々の笑顔や身を守る力がある。 

＊服とかどうでもいいやと思っていたけど、体温を調節したり体を守ったり気分を表したり色んな役割があることを知った。 

＊今日の授業を受けて私は世界には多くの難民という人たちがいて年々増えているのがとても悲しいと思いました。そして「国外」というキーワー

ドが印象に残りました。なぜなら、自分に関係のない戦争や紛争でも、生きるために知らない土地で生活をしなければならないのがとても自分

なら嫌だなと思ったからです。少しでも私たちの力で多くの人を助けることが出来れば良いなと思います。 

＊リサイクルやリユースをあまりしてこなかったけど私の家でもやってみようかなと思った。 

＊「使う責任」という言葉が印象に残ったのでこの言葉を伝えていきたいです。 

＊使う責任、つくる責任をもってこれから生活していこうと思った。そして服についてしっかり考えて大切に使っていこうと思った。 

＊ワークシートでいろんな意見を聞けて、いろんな考えがあるんだなあと思った。服のチカラは大きく、なくなるのが想像できない。 

 

ここ西中の職員室前にも回収箱を設置していますのでご協力お願いします！！ 

学年目標（８・９月） 

 


